
明
治
33
年
、長
野
県
諏
訪
郡
原
村
八
ッ
手
に
生
誕
。本
名
は
武
田
哲
。10
歳
頃
よ

り
書
に
興
味
を
持
ち
、炉
辺
で
は
火
箸
で
灰
に
字
を
書
き
、草
刈
に
は
馬
に
ま
た

が
っ
て
、手
綱
で
空
に
字
を
書
く
な
ど
、ひ
た
す
ら
書
に
打
ち
込
み
ま
す
。大
正
2

年
、原
尋
常
高
等
小
学
校
を
卒
業
し
、津
金
家
の
養
子
と
な
り
ま
す
。こ
の
頃（
13

歳
）よ
り
書
家
に
な
る
決
心
を
し
ま
す
。

独
学
で
書
を
学
び
、家
業（
農
業
）の
か
た
わ
ら
い
く
つ
か
の
書
道
展
に
出
品
。

昭
和
10
年
、暮
れ
に
隺
仙
は
家
業
を
離
れ
諏
訪
市
湖
柳
町
に
移
り
書
塾「
凌
雲
書

道
会
」を
開
き
ま
す
。翌
昭
和
11
年
、36
歳
の
と
き
に
、そ
れ
ま
で
勤
め
て
い
た
一

切
の
公
職（
村
役
場
書
記
、村
会
議
員
、学
務
委
員
）・
家
業
を
手
放
し
て
上
京
し

ま
す
。昭
和
15
年
、東
京
吉
祥
寺
に
書
塾
を
開
い
て
精
力
的
に
創
作
活
動
を
展
開

し
ま
す
。

昭
和
23
年
、日
展
に
書
部
門
が
参
加
す
る

と
昭
和
24
年
と
昭
和
25
年
に
は
日
展
特
選
を

連
続
受
賞
し
、広
く
世
間
か
ら
注
目
を
浴
び

ま
す
。昭
和
30
年
、昭
和
女
子
大
学
教
授
に

就
任
。戦
後
の
自
由
な
空
気
の
中
、隺
仙
の

開
放
的
な
書
風
は
日
本
書
壇
を
魅
了
し
、昭

和
34
年
に
は
日
展
書
道
部
門
初
の
文
部
大
臣

賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

隺
仙
書
芸
の
ま
す
ま
す
の
展
開
を
期
待
さ

れ
た
翌
昭
和
35
年
、59
歳
で
病
没
し
ま
し
た
。

津
金
隺
仙

郷
土
の

誇

　る

書

　家

隺仙の書の魅力は自由奔放な書きぶりにありま
す。王羲

ぎ
之
し
などを基調としながら、伸び伸びと自

由な独自の書風を確立しています。大きな「竹秀」
の文字は、思わず手を振り上げて、字面をなぞり
たくなるような勢いのある筆遣いです。

王羲之…�中国東晋の政治家・書家。書の芸術性を確固たら
しめた普遍的存在として書聖と称されています。

竹秀� 制作年不明［八ヶ岳美術館蔵］

昨年11月、役場倉庫を整理した際に隺仙の書「温故知新」が見つかりました。
これまで知られていなかった本作は隺仙の書歴を辿る上でも貴重な作品です。現
在は役場講堂に掲示して、住民の皆さんにご覧いただいています。
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「
真
に
大
才
を
以
て
任
ず
る
書
家
は
唯
一
人
、

津
金
隺
仙
が
あ
る
の
み
で
あ
る
」と
称
さ
れ
る
ほ

ど
、津
金
隺
仙
は
そ
の
才
華
を
支
所
共
に
全
開
、

そ
の
書
は
正
に
一
世
を
風
靡
し
ま
し
た
。

没
後
60
年
を
越
え
た
今
も
な
お
そ
の
書
は
生
き

続
け
、作
品
は
私
た
ち
の
身
近
に
あ
り
ま
す
。

前に学んだことや昔の事柄をもう一度調べたり考えたりして、新たな道理
や知識を見い出し自分のものとすること。「故

ふる
きを温

たず
ねて新

あたら
しきを知

し
る」

諏訪湖を愛した隺仙は、諏訪湖の雅称「鵞
が
湖
こ
」を自らに冠して『鵞湖隺仙』

の落款を多く残しており、この作品にも確認できます。

温故知新

　平成22年八ヶ岳美術館敷
地内に建立した石碑。元の書
は昭和32年第13回日展出品
作。隺仙の作詩の中でも最後
の方にあたるもので、隺仙は
詩の題名は「燈（ともしび）」
としていました。「電気をつ
けて明け方まで王羲之帖を書
いている」という詩です。

自作詩・述志
［八ヶ岳美術館］

隺仙の四男、津金孝
よし
邦
くに
氏（昭和3年―令和3年）の書にも村内で触れることができます。

「自燈明」　原中学校に寄贈 原小学校校名看板
八ヶ岳美術館では5月頃、隺仙コーナーにて孝邦氏の追悼展を予定しています。
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令
和
4
年
度
は
、原
村
総
合

計
画
後
期
基
本
計
画
の
2
年
目

と
な
り
ま
す
。事
業
成
果
を
十

分
に
検
証
し
、目
標
達
成
に
向

け
た
取
り
組
み
を
反
映
さ
せ
、

収
支
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
予
算

編
成
と
し
ま
し
た
。

基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、

コ
ロ
ナ
感
染
症
へ
の
対
応
は
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ
タ
ー
コ

ロ
ナ
を
念
頭
に
、引
き
続
き
、

国
・
県
の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
随
時
の
対
応
と
す
る
こ
と
。

継
続
実
施
の
事
業（
特
に
村
単

独
事
業
）は
、実
施
期
間
を
設

定
し
て
取
り
組
む
こ
と
と
し
、

効
果
及
び
達
成
度
を
十
分
検
証

し
た
う
え
で
、見
直
し
、廃
止

又
は
継
続
を
判
断
す
る
こ
と
。

公
共
施
設
の
維
持
補
修
・
更
新

は
、「
原
村
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」に
基
づ
き
実
施
し
、

様
々
な
角
度
か
ら
交
付
金
・
地

方
債
等
が
活
用
で
き
る
か
模
索

し
、財
源
確
保
に
努
め
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。

将
来
見
通
し
と
し
て
は
、少

子
高
齢
化
社
会
が
進
み
社
会
保

障
な
ど
の
扶
助
費
の
増
加
が
避

令
和
4
年
度
　一
般
会
計
予
算

令
和
4
年
度
の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
42
憶
1
、6
0
0
万
円
で
対
前
年
度
9
、1
0
0
万
円
増（
2
・
2
％
）に
な
り
ま
す
。

本
年
度
予
算
の
概
要
と
、主
な
取
り
組
み
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

住
民
財
務
課
　
財
政
係

☎
７
９
―
７
９
２
４（
直
通
）

問

自主財源…16億8,070万円（39.9％）

村が自らの権限に基づいて自主的に収入
する財源で、国や県に依存せずに独自に
調達できる財源。昨年度より6,193万円
（3.8％）増加の見込みです。

依存財源…25億3,530万円（60.1％）

国や県に依存するかたちで調達する財源
で、村の借金である地方債もこれに含ま
れます。昨年度より2,907万円（1.2％）
増加の見込みです。

依
存
財
源

自
主
財
源

歳入
42億1,600万円

村税
7億5,620万円
（17.9％）

住民税、固定資産税、
軽自動車税など

繰入金
4億5,454万円
（10.8％）
基金からの繰入金

諸収入
2億5,116万円
（6.0％）

繰越金
1億3,000万円
（3.1％）

村の前年度会計からの繰越金

その他
8,880万円（2.1％）
分担金、負担金、使用料、
手数料、財産収入、寄付金

県支出金
2億9,341万円（7.0％）

地方譲与税
8,410万円（2.0％）

国庫支出金
2億7,725万円（6.6％）

地方交付税
16億4,800万円
（39.1％）

その他
1億5,934万円（3.8％）
地方消費税交付金、地方特例交付金など

村債
7,320万円（1.7％）
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け
ら
れ
な
い
状
況
で
あ
る
上

に
、「
原
村
公
共
施
設
等
総
合

管
理
計
画
」で
は
、村
が
所
有

す
る
公
共
建
築
物
・
イ
ン
フ
ラ

施
設
の
更
新
に
、2
0
1
5
年

～
2
0
5
4
年
の
40
年
間
で
、

年
平
均
9
・
7
億
円
と
い
う
多

額
の
費
用
が
必
要
と
の
試
算
が

出
て
お
り
、財
源
不
足
が
見
込

ま
れ
ま
す
。

令
和
4
年
度
歳
入
は
、コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
が

引
き
続
き
み
ら
れ
る
も
の
の
、

緩
や
か
な
持
ち
直
し
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、村
税
は
企
業
収

益
や
個
人
所
得
を
令
和
3
年
度

よ
り
増
額
を
見
込
み
ま
し
た
。

繰
入
金
は
、公
共
施
設
総
合

管
理
基
金
、農
業
振
興
基
金
等

基
金
を
取
崩
し
て
事
業
に
充
て

ま
す
。

令
和
4
年
度
歳
出
は
、自
治

体
D
X
に
向
け
た
文
書
管
理
・

電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム
の
導
入
及

び
庁
内
L
A
N
の
更
改
、保
育

園
テ
ラ
ス
屋
根
改
修
工
事
等
の

大
型
事
業
を
行
い
ま
す
。補
助

金
は
、6
次
産
業
化
支
援
事
業

補
助
金
、地
域
づ
く
り
支
援
事

業
補
助
金
等
を
新
設
し
ま
し

た
。ま
た
、令
和
5
年
度
の
建

設
に
向
け
て
合
葬
式
墓
地
の
設

計
、防
災
倉
庫
実
施
設
計
を
行

い
ま
す
。

義務的経費…18億2,064万円（43.2％）

法令やその性質により、支出が義務付け
られている人件費や扶助費、公債費。昨
年度より4,018万円（2.3％）増加の見込
みです。

投資的経費…1億5,998万円（3.8％）

支出の効果が、最終的に資本形成に向け
られる普通建設費や災害復旧事業費。昨
年度より414万円（△2.5％）減少の見
込みです。

投資的経費

義
務
的
経
費

そ
の
他
の
経
費

投投投資資資投投投 的的経経費費経経経

義義義
務務務
的的的
経経経
費費費

そそ
のの
他他他
ののの
経経経
費費費費

歳出
42億1,600万円

人件費
10億625万円
（23.9％）

職員の給与や退職金など

扶助費
4億9,300万円
（11.7％）

社会保障制度として行う
支援に要する費用

公債費
3億2,139万円（7.6％）
村が借り入れているお金の返済金

その他
3億4,691万円（8.2％）
貸付金、維持補修費、積立金など

普通建設事業費
1億5,998万円（3.8％）
道路や橋梁、学校、庁舎などの
建設事業に要する費用

補助費等
8億336万円
（19.1％）
各種団体などへの
補助金や負担金など

物件費
6億8,918万円
（16.3％）

印刷消耗品、通信運搬費、
委託料、使用料など

繰出金
3億9,593万円（9.4％）
一般会計と特別会計間において支出される費用
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国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
特
別
会
計

歳
入
は
、国
民
健
康
保
険
税
に
お
け
る
資
産
割
の
税
率

に
つ
い
て
医
療
分
、後
期
高
齢
者
支
援
金
分
、介
護
分
と

も
に
減
額
の
改
正
を
行
い
ま
す
。税
額
は
前
年
度
比

1
、3
0
0
万
円
増（
5
・
7
％
）の
2
億
4
、0
0
1
万

円
の
見
込
み
と
な
り
ま
し
た
。一
般
会
計
繰
入
金
は
、

8
、2
7
1
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

歳
出
は
、保
険
給
付
費
に
6
億
1
、4
4
6
万
円
、事
業

費
納
付
金
に
2
億
8
、0
0
0
万
円
、特
定
健
診
・
特
定
保

健
指
導
や
健
康
増
進
を
図
る
た
め
の
保
健
事
業
費
に

1
、6
9
0
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
直
営
診
療
施
設
勘
定
特
別
会
計

歳
入
の
内
、診
療
収
入
は
前
年
度
よ
り
6
4
8
万
円

（
9
・
4
％
）多
い
7
、5
6
6
万
円
を
見
込
み
ま
し
た
。

感
染
防
止
対
策
を
重
視
し
な
が
ら
、か
か
り
つ
け
医
と
し

て
二
診
体
制
で
診
療
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。ま
た
医
療
機

器
入
替
の
た
め
に
基
金
か
ら
3
3
6
万
円
を
繰
入
れ
ま

す
。 歳

出
で
は
、
総
務
費
に
前
年
度
比
9
3
0
万
円
増

（
11
・
7
％
）の
8
、9
0
4
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。2

診
体
制
の
継
続
、増
大
す
る
事
務
量
に
対
応
す
る
た
め
に

職
員
を
増
や
し
ま
す
。医
業
費
で
は
X
線
画
像
診
断
装
置

等
の
医
療
機
器
入
替
や
医
薬
材
料
費
と
検
査
費
の
増
額
に

よ
り
、
前
年
度
比
5
7
1
万
円
増（
21
・
8
％
）
の

3
、1
8
7
万
円
を
計
上
し
ま
し
た
。 

農
業
者
労
働
災
害
共
済
事
業
特
別
会
計

共
済
見
舞
金
に
つ
い
て
前
年
度
並
み
の
94
・
8
万
円
を

見
込
み
、こ
の
財
源
と
し
て
農
労
災
共
済
掛
金
・
財
産
運

用
収
入
・
繰
越
金
等
に
よ
り
調
整
し
ま
し
た
。

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

歳
入
は
、保
険
料
8
、3
7
6
万
円
、一
般
会
計
繰
入
金

2
、6
7
1
万
円
で
す
。

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
運
営
は
長
野
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
が
行
っ
て
お
り
、村
で
は
被
保
険
者
証
や

資
格
証
明
に
関
す
る
こ
と
、医
療
給
付
に
関
す
る
こ
と
等

の
受
付
事
務
や
保
険
料
の
徴
収
事
務
を
行
い
、広
域
連
合

に
対
し
て
保
険
料
等
負
担
金
1
億
8
6
5
万
円
を
納
付

し
ま
す
。

水
道
事
業
会
計

主
な
事
業
は
、原
山
地
区
送
配
水
管
布
設
替
工
事

3
、4
5
0
万
円
、奥
野
水
源
送
水
ポ
ン
プ
交
換
工
事

3
0
0
万
円
、修
繕
工
事
と
し
て
第
2
配
水
池
内
壁
塗
装

工
事
3
、1
0
0
万
円
で
す
。

下
水
道
事
業
会
計

主
な
事
業
は
、流
域
下
水
道
建
設
負
担
金
9
5
5
万

円
、マ
ン
ホ
ー
ル
ポ
ン
プ
及
び
制
御
盤
更
新
2
、0
6
1

万
円
、非
常
用
発
電
機
更
新
9
0
0
万
円
、下
水
道
逆
流

対
策
工
事
に
1
、0
0
0
万
円
、企
業
債
元
金
償
還
金

9
、5
1
8
万
円
、企
業
債
利
息
償
還
金
5
9
2
万
円
で

す
。

特
別
会
計

企
業
会
計

4年度予算額 3年度予算額 前年比

国民健康保険
事業勘定会計 9億5,000万円 9億4,500万円 0.5％

国民健康保険
直営診療施設
勘定特別会計

1億2,100万円 1億600万円 14.2％

農業者労働災害
共済事業特別会計 120万円 120万円 0.0％

後期高齢者
医療特別会計 1億1,170万円 1億570万円 5.7％

4年度予算額 3年度予算額 前年比

水
道
事
業

収益的収入 1億8,224万円 1億7,969万円 1.4％

収益的支出 1億8,203万円 1億5,956万円 14.1％

資本的収入 0万円 0万円 0.0％

資本的支出 4,823万円  5,735万円 △15.9％

4年度予算額 3年度予算額 前年比

下
水
道
事
業

収益的収入 3億3,205万円 3億3,211万円 0.0％

収益的支出 2億1,045万円 2億830万円 1.0％

資本的収入 980万円 870万円 12.6％

資本的支出 1億4,434万円 1億3,500万円 6.9％
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成長の基盤を創る、
持続可能な村づくり予算

内
閣
府
の
月
例
経
済
報
告
で
は
、「
国
内
景
気
は
、持

ち
直
し
の
動
き
が
続
い
て
い
る
も
の
の
、新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
る
厳
し
い
状
況
が
残
る
中
で
、

一
部
に
弱
さ
が
み
ら
れ
る
。」と
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
年
度
予
算
は
、「
成
長
の
基
盤
を
創
る
、持
続
可
能

な
村
づ
く
り
予
算
」と
し
ま
し
た
。

原
村
が
未
来
に
わ
た
っ
て
成
長
し
て
い
く
、そ
の
基

盤
と
な
る
事
業
が
展
開
さ
れ
る
年
度
と
な
り
ま
す
。新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
想
定
し
た「
新
し
い
生
活
様
式
」

を
、日
常
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。そ
し
て
、原
村
ら
し
さ
を
追
求
し
、地
域
経
済
再
生

に
向
け
た
施
策
を
講
じ
ま
し
た
。

重
点
施
策
と
し
ま
し
て
は
、村
民
が
主
体
的
に
な
っ

て
活
動
す
る
取
り
組
み
へ
の
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
。

地
域
の
担
い
手
農
家
を
育
成
す
る
た
め
の
経
営
継
承
支

援
事
業
。6
次
産
業
化
の
推
進
に
必
要
な
施
設
整
備
等

へ
の
支
援
事
業
。ま
た
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
に
よ
り
打
撃
を
受
け
て
い
る
事
業
者
へ
の
支
援
事
業

は
、新
年
度
の
補
正
予
算
で
対
応
し
て
い
き
ま
す
。さ

ら
に
、長
年
の
懸
案
で
あ
り
ま
し
た「
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
」の
建
設
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

原村長
五味 武雄

歳出を目的別に分類すると

歳出
42億1,600万円

福祉の充実 
［民生費］

12億264万円
（28.5％）

村の運営
 ［総務費］

6億5,949万円
（15.6％）教育・文化の振興

［教育費］

4億5,506万円
（10.8％）

商工・観光の振興［商工費］
3億1,806万円（7.5％）

道路・河川などの整備［土木費］
3億4,462万円（8.2％）

健康・衛生の推進［衛生費］
3億9,370万円（9.3％）

村の借入金返済［公債費］
3億2,139万円（7.6％）

農林業の振興［農林業費］
2億6,719万円（6.3％）

消防・防災対策［消防費］
1億8,428万円（4.4％）

議会の運営［議会費］
6,757万円（1.6％）

予備費
200万円（0.0％）
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令
主

4
取

度
組

和
な

年
り

の
み

人と自然を大切にした美しく住みよい村づくり
◦村道2004号線（八ッ手）道路舗装工事 

 2,000万円 新規
◦空家有効活用促進補助金 500万円 継続
◦合葬式墓地設計管理委託 150万円 新規

◦既存住宅エネルギー自立化補助金 
 100万円 新規

◦村道巡回管理業務委託 100万円 新規
◦移住ガイドブック委託 76万円 拡充
◦登山口トイレ設置調査 5万円 新規
◦地域づくり支援事業 150万円 新規

地域の特性や資源を生かした魅力と活力のある
地域づくりを推進するため、村民や若者が主体と
なって実施する活動に対して、費用の一部を補助
します。

◦公共交通実証実験 500万円 新規

平成25年からの本運用から10年が経とうと
する中で、原村の現状に合う公共交通を検討する
一つの方法として、実証実験を行います。

Pickup Pickup

人と文化を育み、本村への若い人の流れをつくる村づくり
◦小学校屋根塗装工事 800万円 継続
◦図書館信毎データベース 

オンラインサービス 7万円 拡充
◦村政施行150周年記念事業 

 15万円 新規

令和7年
1月に村政
施行150周
年を迎える
に あ た り、
実行委員会
の立ち上げ
やイベント
など、準備
を進めてい
きます。

Pickup
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健康としあわせを誇れる健康・福祉・子育ての村づくり
◦老人医療費特別給付金 8,000万円 継続
◦新型コロナウイルスワクチン接種体制 

確保事業 3,105万円 継続
◦保育園テラス屋根補修工事 1,540万円 新規

◦保育園外壁塗装工事 1,019万円 新規
◦小規模多機能型居宅介護事業所補助金 

 1,000万円 継続
◦介護予防運動器機能向上事業 448万円 拡充

産業振興による魅力・活力のある村づくり
◦畑かん管路布設工事（弓振地区） 

 3,360万円 新規
◦八ヶ岳自然文化園チラーユニット 

交換工事 1,406万円 新規
◦そばコンバイン購入 720万円 新規
◦柳沢ため池浚渫工事 326万円 新規
◦もみの湯長寿命化計画査定・調査 

 173万円 新規
◦新型コロナウイルス特別経営対策 

利子補給金 136万円 継続
◦八ヶ岳自然文化園湿生花園木道補修 

 　117万円 継続

◦農業後継者育成事業補助金 100万円 継続
◦樅の木荘遊歩道舗装工事 64万円 新規

◦経営継承・発展等支援事業 300万円 新規
農業経営者の高

齢化が進む中、中
心経営体である先
代経営者から経営
の移譲を受けた後
継者に対し補助す
ることにより、将
来にわたって地域
の担い手農業者を
確保します。

◦6次産業化支援事業補助金 300万円 新規
6次産業化の推

進に必要となる機
械器具・施設整備
の一部を補助する
ことで、農業者の
所得向上及び経営
規模の拡大、農産
物の高付加価値化
を促進します。

◦ワイン用ぶどう苗木等購入補助 120万円 新規
ワイン用ぶどう

栽培を促進するた
め、ワイン用ぶど
う苗木購入及びト
レリス等の資材購
入 に 対 し 補 助 す
る。

Pickup

PickupPickup

皆が活躍できる持続可能な村づくり
◦地域の再エネ設備導入ポテンシャル調査 

業務委託 500万円 新規
◦電子申請窓口用タブレット購入 88万円 新規
◦防災倉庫実施設計業務委託 767万円 新規

激甚化、頻
発化する自然
災害等に迅速
に対応できる
防災拠点とし
ての防災倉庫
を整備するた
め調査設計を
行います。

Pickup
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課
長
級

▼
子
ど
も
課
長

伊
藤
　
　
証

（
生
涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長
）

▼
保
健
福
祉
課
長

伊
藤
　
宏
文

（
議
会
事
務
局
長
）

▼
生
涯
学
習
課
長
兼
中
央
公
民
館
長

五
味
　
武
彦

（
保
健
福
祉
課
長
）

▼
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長

平
出
　
甲
貴

（
農
林
課
農
政
係
長
）

▼
議
会
事
務
局
長

秋
山
　
雄
飛

（
総
務
課
総
務
係
長
）

所
長
級（
医
療
職
）

▼
原
村
診
療
所
長

片
岡
　
　
祐

（
副
診
療
所
長
）

係
長
級

▼
生
涯
学
習
課
図
書
館
係
長
兼
図
書
館
長

行
田
　
　
康

（
建
設
水
道
課
環
境
係
長
）

▼
総
務
課
企
画
振
興
係
長

菊
池
　
紀
幸

（
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
長
）

▼
商
工
観
光
課
商
工
観
光
係
長

阿
部
　
祐
子

（
総
務
課
企
画
振
興
係
長
）

▼
総
務
課
総
務
係
長

風
田
川
　
美
枝

（
保
健
福
祉
課
医
療
給
付
係
長
）

▼
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
長

浦
野
　
富
江

（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
）

▼
保
健
福
祉
課
福
祉
係
長

河
野
　
桂
子

（
総
務
課
総
務
係
）

▼
建
設
水
道
課
環
境
係
長

日
達
　
理
奈

（
建
設
水
道
課
環
境
係
）

▼
農
林
課
農
政
係
長

小
池
　
祐
貴

（
総
務
課
企
画
振
興
係
）

▼
商
工
観
光
課
田
舎
暮
ら
し
推
進
係
長

清
水
　
大
史

（
建
設
水
道
課
上
下
水
道
係
）

▼
保
健
福
祉
課
医
療
給
付
係
長

小
池
　
秀
治

（
保
健
福
祉
課
医
療
給
付
係
）

▼
保
健
福
祉
課
診
療
所
係
長

佐
々
木
　
由
美
子

（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
）

係▼
生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

倉
嶋
　
留
美

（
子
ど
も
課
保
育
園
）

▼
保
健
福
祉
課
医
療
給
付
係

松
澤
　
美
咲

（
住
民
財
務
課
住
民
係
）

▼
総
務
課
付
長
野
県
派
遣

行
田
　
智
昭

（
住
民
財
務
課
税
務
係
）

▼
総
務
課
総
務
係

両
角
　
貴
将

（
総
務
課
付
長
野
県
派
遣
）

▼
住
民
財
務
課
住
民
係

平
出
　
真
結
香

（
保
健
福
祉
課
福
祉
係
）

▼
商
工
観
光
課
田
舎
暮
ら
し
推
進
係

土
橋
　
雄
天

（
総
務
課
企
画
振
興
係
）

派
遣
職
員

▼
長
野
県
か
ら
の
派
遣
解
除

宮
島
　
由
紀
乃

（
建
設
水
道
課
環
境
係
）

▼
建
設
水
道
課
環
境
係

西
田
　
恵
利

（
長
野
県
か
ら
の
派
遣
）

再
任
用

▼
総
務
課
付
諏
訪
南
行
政
事
務
組
合

三
澤
　
光
晴（
再
任
用
）

▼
保
健
福
祉
課
医
療
給
付
係

佐
伯
　
千
穂（
再
任
用
）

▼
保
健
福
祉
課
診
療
所

伊
藤
　
佳
江（
再
任
用
）

▼
保
健
福
祉
課
福
祉
係

鎌
倉
　
と
み
か（
再
任
用
）

退
職
職
員（
令
和
4
年
3
月
31
日
付
）

佐
伯
　
千
穂

（
会
計
管
理
者
兼
会
計
室
長
）

村
で
は
4
月
1
日
付
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。（
　 

）内
は
前
職
。

令
和
4
年
4
月
1
日
付

原
村
人
事
異
動

清
水
　
秀
章

（
子
ど
も
課
長
）

伊
藤
　
佳
江

（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
長
）

鎌
倉
　
と
み
か

（
保
健
福
祉
課
福
祉
係
長
）

青
木
　
尚
子

（
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
）

金
子
　
　
忍

（
生
涯
学
習
課
図
書
館
係
長
兼
図
書
館
長
）

名
取
　
知
里

（
子
ど
も
課
保
育
園
）

濵
口
　
　
實

（
原
村
診
療
所
長
）

平澤 裕介
建設水道課

環境係

硲野 継
建設水道課
上下水道係

津金 薫
住民財務課

税務係

濵 彩音
保健福祉課

健康づくり係

松澤 麻衣
保健福祉課

健康づくり係

松本 夏実
原村診療所

医長（医療職）

新 規 採 用

佐久 さやか
保健福祉課

診療所

中村 陽菜
保健福祉課

診療所

守屋 優伸
子ども課
保育園

山岸 桃子
子ども課
保育園

田中 悠
子ども課
保育園
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医療費の全額を自己負担したときは療養費で払い戻されます
・ 下記のような場合は、いったん医療費の全額が自己負担となりますが、申請をして審査で認められれば、負担し

た金額のうち自己負担分を除いた額が支給されます。
尚、申請から支給まで2、3か月ほどかかり、審査の結果によっては支給されない場合もあります。

払い戻しの申請を忘れずに！
・ 医療費などを支払った日の翌日から2年を過ぎると支給されません。

全ての手続きに必要なもの

①来庁される方の本人確認書類（運転免許証など）　②印鑑　③マイナンバーのわかるもの
④被保険者証　⑤振込口座のわかるもの　⑥療養費支給申請書（医療給付係窓口にあります）
※同一世帯の方以外が申請する場合は、委任状が必要です

こんなとき 各申請に必要なもの

〈自費治療〉
不慮の事故や旅先で急病になり、やむを得ず被保険者証を持たずに
診療を受けたとき。

・ 領収書
・ 診療内容明細書

〈誤った被保険者証で受診〉
社会保険などの資格喪失後、その被保険者証で診療を受けたとき。

・ 領収書
・ 診療内容明細書

〈補装具等を作成した〉（注1）

医師が治療上必要と認めたコルセットなどの作成費用がかかったとき。

・ 領収書
・ 医師の診断書か意見書
　（靴型装具の場合は写真が必要）

〈輸血の生血代〉
医師が必要と認めた輸血の生血代がかかったとき。
※親族からの提供は除く

・ 医師の診断書か意見書
・ 輸血用生血液受領証明書
・ 血液提供者の領収書

〈海外渡航中に受診〉（注2）

海外渡航中に診療を受けたとき。
※治療目的の渡航は対象外

・ 領収書
・ 領収明細書
・ 診療内容明細書
・ 海外渡航した事実が確認できるもの
・ 調査に関わる同意書
　※ 外国語のものは日本語の翻訳文（翻訳者

の住所、氏名の記載と押印があるもの）

（注１） ・ 対象となるのは、治療のためにどうしても必要であると医師が認めて装着させたもの（コルセット・治療用装具・サポー
ターなど）で、日常生活や職業上の必要性によるものや美容目的で使用するものは該当しません。

（注２） ・ 給付対象となるのはその治療が日本国内の保険診療として認められた治療で、支給される金額は日本国内での同様の治療
を国保で受けた場合を基準にして決定されるため、海外で支払った治療費の全額が対象となるわけではありません。

　　　・ 渡航前にお問い合わせください。現地の病院等に作成依頼する書類一式をお渡しします。

医療費の全額を自己負担したとき
（療養費の支給）
保健福祉課 医療給付係　☎79-7926（直通）問

国保だより



問い合わせ申し込み先
商工観光課 商工観光係
☎79-7929（直通）

新しい働き方として広がりを見せているリモートワーク。会社以外の場所で仕事をするリモートワーク
と休暇（バケーション）を一体化させた過ごし方が“ワーケーション”と言われています。

原村の過ごしやすい気候と自然に囲まれた環境はワーケーションにはピッタリです。
当村では、このような地域資源を活かしたワーケーション施設等を新たに整備する事業者の皆様に補助

金を交付しますので、ぜひご活用ください。

■対　象　者
　⑴　 企業等の利用に供するワーケーション、オフサイトミーティング、コワーキングスペース施設等を

村内に新たに整備する企業等で、次の要件を満たす方
　　　◦ ワーケーション施設等として整備する物件を村内に所有し、又は賃借していること。
　　　◦ 納期が到来した市町村税等を完納していること。 
　　　◦ ワーケーション施設等として3年以上運用することが誓約できること。

　⑵　 サテライトオフィスを村内に新たに開設する村外の企業等で、次の要件を満たす方
　　　◦ 村内に事務所、事業所、店舗等を設置していないこと。
　　　◦ 納期が到来した市町村税等（徴収猶予に係るものを除く。）を完納していること。
　　　◦ ワーケーション施設等として3年以上運用することが誓約できること。

・オフサイトミーティング …  企業等が活発な議論を促すために、勤務地以外の場所に滞在
し、その地域ならではの環境下で集中的に実施する会議等。

・コワーキングスペース …  様々な属性の労働者や学生が、机、椅子、ネットワーク設備、会
議室等の環境を共有しながら仕事、交流等を行う場所。

・サテライトオフィス …  主たる職場から離れた場所で仕事ができるように整備された
施設。

■対 象 経 費
　ワーケーション施設等の整備に必要な改修工事又は備品の購入に要する経費。

　（消費税及び地方消費税に相当する額を除く。）

交付額　上限100万円　補助率２分の１以内

■申 請 方 法
村ホームページ又は、商工観光課窓口にある申請書に必要書類を添えて窓口へ提出。

■申請締切り　令和5年1月31日（火）　予算の額が達成するまで

■事 業 着 手
事業完了後の申請は受付けません。交付決定後の事業着手となりますので、ご注意ください。

原村ワーケーション施設等整備促進事業

応援します
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がんばる皆さんを

新たな起業への取組みを奨励・促進し、地域経済の
活性化を図るため、村内で開業をしようとする方、又
は開業して間もない方の事業計画のうち、優秀な計画
を審査により認定し、事業経費の一部を補助します。

■応募対象者
村内に事業拠点を設け、新たに創業、もしくは実質
的な事業開始から3年以内の個人・中小企業者等

■対象事業
製品やサービス等に優位性（新規性、創意性、強み、
競争力、差別化等）があり、他の競合企業より優れて
いる事業

■補助対象経費
対象事業を実施するために当該年度内において必要
とする旅費、拠点開設費、原材料購入経費、技術導入
費、人件費、開業手続経費、広告宣伝経費

■補助金額
審査により計画の優秀度に応じて50万円以内を補
助します。

■受付締切
 第1回　令和4年9月30日（金） 
第2回　令和5年1月20日（金）

■応募方法
起業チャレンジ計画応募申込書を役場1階商工観光
課商工観光係へ提出してください。
※ 応募は1人又は1社につき1計画に限ります。

原村起業チャレンジ補助金

村内の工場、事業所の皆さんに健全な企業に発展し、大きく飛躍していただくための制度資金です。村が
金融機関に資金を預託し低利な融資を行っています。

融資にあたっては、長野県信用保証協会の保証付き融資となっていますが、この際に必要となる信用保
証料について村がその全額を補助しています。（県制度資金については資金の一部を除き、県及び村で補助
しています。）

融資対象や資金使途、貸付限度額等、貸付条件により各種の融資制度がありますが、いずれの
資金についても村税に滞納がなく、未申告でない方が対象となります。

中小企業振興資金

村内に事業所を有し3年以上営業して
いる商工業者に対して、必要な費用の一
部を補助します。

■対象事業
直接生産向上につながる施設・設備
※ 社員等の厚生施設や事務所等は対象外

です。
※ 令和4年度内に行った事業に限ります。

■対象費用、補助率
◦ 店舗、工場棟、宿泊棟の新築又は 

増改築にかかる費用
・ 新築　5％以内、限度額50万円
・ 増築及び改築
　　　　5％以内　限度額25万円
◦ 償却資産の更新、又は新規導入に 

かかる費用
・ 3％以内　限度額10万円
　（1者の年度上限額20万円)
◦ 製品の研究、開発にかかる費用
・ 限度額20万円
◦ ISO（国際標準化機構）等、規格取得

に要した費用
・ 50％以内　限度額50万円
※ 交付の審査、事務作業の関係により、年

度 末(2月～ 3月)に提出の
申請に関しては、翌年度の審
査、交付になります。詳しく
は、お問い合わせください。

商工業活性化補助金
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農
政
補
助
事
業

村では、高齢化などによる農家戸数の減少に伴う遊休農地化の防止、農産物の品質向上
や生産者の負担軽減対策、農業生産にかかわる環境への配慮、有害鳥獣被害対策など、農業
振興を図ることを目的に、次の事業に対して予算の範囲内で補助金を交付します。

野
菜
花
き
作
期
拡
大
事
業

高
冷
地
に
お
け
る
野
菜
花
き
の
栽
培
は
降
霜

及
び
低
温
障
害
に
よ
り
出
荷
時
期
が
限
定
さ
れ

て
し
ま
う
た
め
、パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
、被
覆
材
等

の
導
入
を
進
め
購
入
費
の
一
部
補
助
を
し
、作

期
の
拡
大
を
図
り
ま
す
。

対
象
資
材
　
ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
・
霜
除
け
用
被

覆
材

補
助
率
　
購
入
費
の
10
％
以
内

申
請
方
法
　
交
付
申
請
書
を
農
政
係
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。実
績
報
告
書
に
領
収
書
な
ど

が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※ 

J
A
原
村
営
農
セ
ン
タ
ー
資
材
で
購
入
し
た
場
合

は
、J
A
が
取
り
ま
と
め
て
申
請
手
続
き
を
行
い
ま

す
。農

地
流
動
化
補
助
事
業

村
内
の
農
地
の
流
動
化
を
促
進
し
、担
い
手

の
育
成
、遊
休
荒
廃
農
地
の
減
少
を
図
り
、地

域
農
業
の
振
興
を
担
っ
て
い
く
体
制
を
確
立
す

る
た
め
、農
地
の
借
り
手
農
家
な
ど
に
対
し
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

補
助
率
　
借
受
農
地
面
積
10
ａ
あ
た
り

3
、0
0
0
円

申
請
方
法
　
対
象
者
に
交
付
申
請
書
を
郵
送
し

ま
す
の
で
、担
当
地
区
の
農
業
委
員
ま
た
は

推
進
委
員
の
確
認
を
受
け
、農
業
委
員
会
へ

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

以下の事業は昨年度と内容に変更はありません

原
村
6
次
産
業
化
支
援
事
業

農
業
者
の
所
得
向
上
及
び
経
営
規
模
の
拡
大

を
図
り
、原
村
の
農
産
物
の
地
産
地
消
及
び
高

付
加
価
値
化
を
促
進
す
る
た
め
、6
次
産
業
化

の
推
進
に
必
要
と
な
る
機
械
器
具
・
施
設
整
備

に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
予
算
の
範
囲
内
で
補

助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
資
材
　
機
械
器
具
購
入
、施
設
整
備

補
助
率
　
経
費
の
1
／
3
以
内

（
上
限
額
1
0
0
万
円
）（
1
回
の
み
）

申
請
方
法
　
交
付
申
請
書
等（
見
積
書
の
写
し
、

カ
タ
ロ
グ
の
写
し
、商
品
の
内
容
が
分
か
る

書
類
、計
画
書
、工
事
図
面
の
写
し
等
計
画

に
係
る
各
種
添
付
書
類
）を
農
政
係
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

原
村
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
苗
木
購
入
等

補
助
事
業

村
に
お
け
る
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
の
栽
培
及
び

新
規
就
農
者
の
増
加
を
促
進
す
る
た
め
、ワ
イ

ン
用
ぶ
ど
う
苗
木
の
購
入
及
び
ト
レ
リ
ス
等
の

設
置
に
要
す
る
経
費
に
対
し
て
予
算
の
範
囲
内

で
補
助
金
を
交
付
し
ま
す
。

対
象
資
材
　
ワ
イ
ン
用
ぶ
ど
う
苗
木
、ト
レ
リ

ス
等

補
助
率
　
経
費
の
1
／
3
以
内

（
上
限
額
各
20
万
円
）

申
請
方
法
　
交
付
申
請
書
等（
植
栽
予
定
地
位

置
図
、見
積
書
等
）を
農
政
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

経
営
継
承
・
発
展
等
支
援
事
業

将
来
に
わ
た
り
地
域
の
農
地
利
用
等
を
担
う

経
営
体
の
確
保
を
目
的
に
、次
の
要
件
全
て
に

該
当
し
、中
心
経
営
体
で
あ
る
先
代
事
業
者
か

ら
そ
の
経
営
に
関
す
る
主
宰
権
の
移
譲
を
受
け

て
農
業
発
展
の
取
組
を
行
っ
た
後
継
者
へ
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

（
1
） 経
営
発
展
計
画
を
作
成
し
て
い
る
又
は
作

成
予
定
の
方

（
2
） 後
継
者
の
名
義
で
税
務
申
告
等
を
行
っ
て

い
る
方

（
3
） 青
色
申
告
者

（
4
） 後
継
者
が
家
族
農
業
経
営
の
場
合
家
族
経

営
協
定
を
締
結
し
て
い
る
方
　
等

※ 

そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、農
政
係
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。
　

補
助
金
額
　
1
0
0
万
円（
1
回
の
み
）

申
請
方
法
　
交
付
申
請
書
等（
必
要
に
応
じ
て

各
種
証
明
書
等
）を
農
政
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

※ 

農
業
後
継
者
育
成
事
業
を

受
け
た
こ
と
が
あ
る
方
は

対
象
外
で
す
。

今年度から新たに追加される補助事業

令和
4年度

問
農
林
課 

農
政
係

☎
7
9
―
7
9
3
1（
直
通
）
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環境メモ
ちょこっと

散
水
用
ホ
ー
ス
は
長
い
の
で

粗
大
ご
み
で
出
し
て
い
い
で
す
か
。

い
い
え
、散
水
用
ホ
ー
ス
は
粗
大
ご
み
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

50
㎝
以
内
の
長
さ
に
切
っ
て
、指
定
袋
に
入
れ「
燃
や
す

ご
み
」に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ス
を
外
し
た
後
の
リ
ー
ル（
ホ
ー
ス
を
巻
き
付
け
る

台
）は
、粗
大
ご
み
で
す
。

納
豆
の
容
器
の
分
類
は

「
白
色
ト
レ
イ
」で
す
か
？

「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」で
す
か
？

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器（
白
色
の
も
の
）は「
容
器
包

装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」で
す
。見
た
目
が
魚
や
肉
が
入
っ

て
い
る
白
色
ト
レ
イ
に
似
て
い
る
の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ

う
。

卓
上
コ
ン
ロ
や
キ
ャ
ン
プ
で
使
う

ガ
ス
ボ
ン
ベ
は
、穴
を
あ
け
て

「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
」に
出
し
て
い
い
で
す
か
。

い
い
え
、卓
上
コ
ン
ロ
用
や
キ
ャ
ン
プ
用
の
ガ
ス
ボ
ン

ベ
は
、「
資
源
物
」（
ス
プ
レ
ー
缶
）の
分
類
で
す
。

使
い
切
っ
て
、資
源
物
の
収
集
日（
毎
月
第
二
木
曜
日
の
各

区
の
収
集
ま
た
は
毎
月
第
四
土
曜
日
の
役
場
駐
車
場
で
の
収

集
）に
出
し
て
く
だ
さ
い
。穴
を
あ
け
ず
に
出
す
こ
と
が
で

き
ま
す
。

事
故
の
原
因
に
な
り
ま
す
の
で「
不
燃
物
コ
ン
テ
ナ
」に

は
絶
対
に
入
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

以
前
住
ん
で
い
た
街
で
は
、

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
は「
不
燃
物
」の

扱
い
で
し
た
。原
村
で
は

ど
こ
に
出
せ
ば
い
い
で
す
か
。

村
で
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
を「
資
源
物
」と
し
て
集
め

て
い
ま
す
。「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク（
プ
ラ
マ
ー
ク

が
あ
る
も
の
）」と「
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク（
そ
れ
以
外
の

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
）」に
分
け
て
資
源
物
の
収
集
日（
毎
月

第
二
木
曜
日
の
各
区
の
収
集
ま
た
は
毎
月
第
四
土
曜
日
の
役

場
駐
車
場
で
の
収
集
）に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

QAQAQAQA

［　今回は、間違えやすいごみの分別に関するＱ＆Ａです　］

有
機
栽
培
産
地
確
立
事
業

高
原
野
菜
を
主
体
に
有
機
栽
培
を
促
進
す
る
た

め
、村
内
で
生
産
さ
れ
た
バ
ラ
堆
肥
購
入
代
金
及
び

運
搬
・
散
布
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
資
材
　
堆
肥
・
運
搬
・
散
布
費（
堆
肥
購
入
に
併

せ
て
運
搬
・
散
布
を
依
頼
し
た
場
合
の
み
対
象
）

補
助
率
　
購
入
費
等
の
20
％
以
内

申
請
方
法
　
交
付
申
請
書
を
農
政
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。実
績
報
告
書
に
領
収
書
な
ど
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

※ 

J
A
原
村
営
農
セ
ン
タ
ー
資
材
で
購
入
し
た
場
合
は
、

J
A
が
取
り
ま
と
め
て
申
請
手
続
き
を
行
い
ま
す
。

農
業
後
継
者
育
成
事
業

農
家
の
担
い
手
確
保
を
目
的
に
、次
の
要
件
全
て

に
該
当
す
る
農
業
後
継
者
に
補
助
金
を
交
付
し
ま

す
。

対
象
と
な
る
方

（
1
） 村
内
に
住
所
を
有
し
、村
内
で
農
業
を
行
う
農

業
後
継
者
が
、農
業
経
営
者
に
代
わ
っ
て
認
定

農
業
者
と
な
り
、認
定
農
業
者
に
な
っ
て
か
ら

5
年
以
上
農
業
経
営
を
続
け
る
意
志
の
あ
る

方
。

（
2
） 認
定
農
業
者
と
な
っ
た
日
に
お
け
る
年
齢
が
50

歳
未
満
で
、認
定
さ
れ
て
か
ら
2
年
以
内
に
交

付
申
請
書
を
提
出
し
た
方
。

※ 

そ
の
他
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
は
、農
政
係
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
下
さ
い
。
　

補
助
金
額
　
20
万
円（
1
回
の
み
）

申
請
方
法
　
交
付
申
請
書
等（
農
業
経
営
改
善
計
画

認
定
申
請
書
の
写
し
、農
業
経
営
改
善
計
画
認
定

書
の
写
し
、必
要
に
応
じ
て
各
種
証
明
書
等
）を

農
政
係
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

農
業
経
営
基
盤
強
化
資
金
利
子
助
成
事
業

株
式
会
社
日
本
政
策
金
融
公
庫
か
ら
農
業
経
営
基

盤
強
化
資
金
の
融
資
を
受
け
て
、経
営
の
規
模
拡
大

や
効
率
化
を
図
ろ
う
と
す
る
認
定
農
業
者
の
借
入
金

利
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、資
金
融
資
を
受
け
た
認

定
農
業
者
に
対
し
て
、利
子
助
成
金
を
交
付
し
ま

す
。

補
助
率
　
各
期
間
ご
と
の
融
資
平
均
残
高
に
係
る
利

子
の
条
例
で
定
め
る
率

申
請
方
法
　
金
融
機
関
ま
た
は
農
政
係
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

農
業
近
代
化
資
金
融
資
利
子
補
給
事
業

農
業
者
な
ど
の
農
業
経
営
の
近
代
化
を
推
進
す
る

の
に
必
要
な
生
産
施
設
等
の
整
備
拡
充
を
図
る
た

め
、特
定
の
金
融
機
関
が
融
資
を
行
な
っ
た
場
合
に

お
い
て
予
算
の
範
囲
内
で
利
子
補
給
金
を
交
付
し
ま

す
。

補
助
率
　
融
資
に
係
る
利
子
の
1
％
以
内

申
請
方
法
　
金
融
機
関
ま
た
は
農
政
係
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

有
害
鳥
獣
被
害
防
止
事
業

農
作
物
の
有
害
鳥
獣
被
害
を
未
然
に
防
止
す
る
た

め
に
防
護
柵
等
を
設
置
し
た
農
業
者
に
対
し
て
、経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

対
象
資
材
　
防
護
柵
、防
護
ネ
ッ
ト
な
ど

補
助
率
　
購
入
費
の
30
％
以
内

申
請
方
法
　
交
付
申
請
書
を
農
政
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。実
績
報
告
書
に
領
収
書
な
ど
が
必
要
に

な
り
ま
す
。

※ 

J
A
原
村
営
農
セ
ン
タ
ー
資
材
で
購
入
し
た
場
合
は
、

J
A
が
取
り
ま
と
め
て
申
請
手
続
き
を
行
い
ま
す
。
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